
地球深部探査船「ちきゅう」  IODP 第365次研究航海地球深部探査船「ちきゅう」  IODP 第365次研究航海
南海トラフ地震発生帯掘削計画南海トラフ地震発生帯掘削計画
NanTroSEIZE ： Nankai Trough Seismogenic Zone Experiment　　2016年 3月26日 ～ 4月27日に実施

南海トラフ断面図と掘削地点

南海トラフ地震解明のためのモニタリング南海トラフ地震解明のためのモニタリング
本航海のミッション本航海のミッション

(H. Tobin et al, Exp.348 summary を修正)

km Izu

C0002C0002
C0001C0001

C0003 and C0004C0003 and C0004
C0006C0006

1944

1946

135°E 136° 137° 138° 139°

33°

34°

35°
N

Izu0 50 Izu

130°E 140° 150°

30°

40°
N

C0009C0009

C0011C0011

C0010C0010

C0012C0012 四国海盆

東海

紀伊半島

熊野灘

熊野海盆堆積層

DONET ケーブルDONET ケーブル

陸上局 紀伊半島

地震発生帯

ユーラシアプレート

フィリピン海
プレート

付加体

沈み込む前の堆積物

プレート境界断層プレート境界断層プレート境界断層

C0002

C0011
巨
大
分
岐
断
層

C0010C0010

新たに長期孔内観測システム（LTBMS）を設置

2010年の第332次研究航海で設置した簡易型孔内観測装置（GeniusPlug）を回収
▶ 回収されたGeniusPlugにより得られたデータは、2011年の東北地方太平洋沖地震や、本研究航海中に起きた三重県南東沖で発生した
地震（2016/4/1）等のデータが含まれていると期待される

▶ 今回設置されたLTBMSには、複数のセンサー（温度センサー、歪計、広帯域地震計、傾斜計、高感度地震計、強震計、圧力ポート）が搭載さ
れ、分岐断層や周辺の地殻の微小な変動を長期にわたり高感度かつ高精度に観測・監視することができる

結果❶ 簡易型孔内観測装置の回収に成功！
パッカー
(ケーシング内部に機器を固定する)

オズモサンプラーユニット
拡大図

温度計

データ
ロガー

オズモサンプラーユニット
(地層内流体・微生物の時系列採取を行う)

ポンプ

バイオチャンバー
サンプルスプール

圧力計

Sm
ar
tP
lu
g

Ge
ni
us
Pl
ug

1

2

簡易型孔内観測装置 概念図 C0010地点から回収された
簡易型孔内観測装置

結果❷ 新たな長期孔内観測装置の設置に成功！

・温度センサー
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・強震計

観測機器

この範囲に5個設置

・圧力ポート
の位置に設置

長期孔内観測システム 概念図 長期孔内観測システムのデータ記録及び転送部分

NEWS 論文 Wallace, L. M., et al. (2016), JGR vol 121 で発表！
本航海で回収した孔内観測装置から三重県南東沖地震を捉えた！

詳しくはこちら▶南海トラフの海底下に設置されている長期孔内観測装置とDONET（地震・津波観測監視システム）の海底観測網による統合型
高精度観測によって、海底下プレート境界での地震発生と海底地殻変動、津波発生の過程を世界で初めて明らかにした。


